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1. はじめに
コンピュータでドラムの練習を支援する研究が行われ

ている [1, 2]．本研究では，基礎的な 4つのストローク
の練習に重点を置き，それらを正しく叩き分けているか
を判定してユーザに教えるシステムを開発した．本発表
では，スティックの位置と加速度を利用した練習システ
ムを提案する．

2. ストロークの種類とシステムの構成
基礎的なストロークとして，フル，ダウン，タップ，

アップの 4種類がある．これらは開始・終了位置の高さ
によって区別され，アクセントの制御に使う．提案する
システムでは，この 4種類のストロークを識別し，練習
する．練習システムの構成を図 1に示す．また，本シス
テムで用いるスティックを図 2に示す．スティックの先
端部には緑色のマーカーがあり，スティックの根本から
17.5cmの位置に加速度センサがある．スティックの位置
はWebカメラで緑色のマーカーを追跡し，ストローク
の開始・終了の位置を特徴量とする．加速度は図の座標
系の Z軸方向（垂直方向）の信号を特徴量とする．本シ
ステムでは，ストロークの開始と終了の高さの正しさを
評価するために位置を用い，動作の正しさを評価するた
めに加速度を用いた．

図 1 練習システムの構成

図 2 マーカー・加速度センサ付きスティック

3. 位置または加速度を用いたストローク識別
位置または加速度のみを用いた場合で識別実験を行っ

た．演奏課題は，ストロークをフル，ダウン，タップ，
アップの順で 8回繰り返し叩くことである.これを 1セッ
トとし，位置を用いた識別実験は被験者 2名で 10セッ
ト，加速度を用いた識別実験は被験者 4名で 5セットず
つ収集した．登録，評価に 1名ずつ用い，位置は開始と
終了の 4次元の特徴量間のユークリッド距離，加速度は
1次元（Z軸）の時系列のDP距離で識別した．位置のみ
を用いた場合，90%が正しい高さでスティックを振れて
いたと識別できた．加速度のみを用いた場合，85.4%を
正しい動作として識別できた．

4. スティックの位置と加速度による練習システム
練習システムでは，メトロノームの音に合わせて 4つ

のストロークを順に叩き，決められた回数を叩いた後に
判定する．本システム使用時の風景を図 3に示す．評価
実験は 4名の被験者で行い，ユーザへの判定結果の表示
形式を変えた場合と，叩く回数を変えた場合（32打，16

打，8打，4打）で主観評価した．その結果，16打叩い
た後に，ストローク毎の正解率と上手くできなかったス
トロークに対する改善のコメントを同時に出力する方法
の評価が高かった．

図 3 システム使用時の風景

5. おわりに

スティックの位置と加速度によるストローク練習シス
テムを作成した．位置を用いてストロークの開始と終了
の高さの正しさ，加速度を用いて動作の正しさを評価し
た．システムの評価実験を行ったところ，16打叩いた後
にストローク毎の正解率と改善のコメントを返す方法の
評価が高かった．
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